
　

市
政
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

合
併
に
つ
い
て
「
評
価
し
な
い
」「
あ

ま
り
評
価
し
な
い
」
と
の
回
答
が
半

数
近
く
を
占
め
ま
し
た
が
、
合
併
の

効
果
も
少
し
ず
つ
出
て
き
て
い
ま
す
。

1
広
域
的
な

　
　
　
観
点
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

　

自
治
体
の
規
模
が
大
き
く
な
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
旧
市
町
の
垣
根
を
越

え
た
事
業
が
展
開
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国
的
に
知
名

度
が
高
い
「
天
草
」
と
い
う
共
通
の

ブ
ラ
ン
ド
で
Ｐ
Ｒ
で
き
る
こ
と
か

ら
、
観
光
振
興
や
企
業
誘
致
な
ど
に

取
り
組
み
や
す
く
な
っ
た
ほ
か
、
地

域
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が

っ
て
い
ま
す
。

①
情
報
化
の
推
進

　

旧
市
町
単
独
で
は
整
備
で
き
な
か

っ
た
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
に
よ
る
広
域

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
地
域
づ

く
り
活
動
を
行
う
た
め
の
情
報
収

集
・
発
信
な
ど
が
公
民
館
な
ど
で
で

き
る
よ
う
に
な
る
ほ
か
、
市
内
の
全

小
・
中
学
校
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

使
っ
た
学
習
な
ど
が
可
能
と
な
り
ま

す
。
市
役
所
本
庁
や
各
支
所
、
各
出

張
所
で
は
、
戸
籍
の
発
行
な
ど
各
種

手
続
き
を
す
る
際
の
待
ち
時
間
が
短

縮
さ
れ
る
な
ど
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
向

上
し
ま
す
。
ま
た
、「
天
草
Ｗ
ｅ
ｂ

の
駅
」
情
報
タ
ワ
ー
を
構
築
し
、
今

年
３
月
に
一
部
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
を

開
始
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
上
に
仮
想
の
駅
（
高
層
ビ

ル
）
を
設
け
、
天
草
の
各
種
情
報
へ

の
道
案
内
や
、地
域
情
報
の
受
発
信
・

共
有
な
ど
が
で
き
る
も
の
で
、
観
光

振
興
や
地
域
活
動
の
活
性
化
な
ど
に

つ
な
が
り
ま
す
。

②
旧
市
町
間
を
越
え
た
事
業
の
実
施

　

御
所
浦
町
の
観
光
振
興
や
、
同
町

住
民
の
日
常
生
活
な
ど
に
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
倉
岳
町
の
棚
底

港
。
平
成
20
年
度
か
ら
「
倉
岳
・
御

所
浦
間
み
な
と
振
興
交
流
事
業
」
に

取
り
組
み
、
同
港
の
浮
桟
橋
や
待
合

室
の
改
良
、駐
車
場
の
舗
装
に
よ
り
、

船
舶
の
安
全
な
接
岸
や
港
の
快
適
な

利
用
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

③「
天
草
」
ブ
ラ
ン
ド
を
生
か
し
た

事
業
の
展
開

　

観
光
宣
伝
や
物
産
展
な
ど
で
の
農

林
水
産
物
の
販
売
宣
伝
な
ど
は
旧
市

町
ご
と
に
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、「
天

草
」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
名
で
一
体
的

に
Ｐ
Ｒ
な
ど
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
天
草
市
観
光
協
会
の
社
団

法
人
化
に
よ
っ
て
発
足
し
た
天
草
宝

島
観
光
協
会
で
は
、
天
草
地
域
の
観

光
振
興
を
な
お
一
層
推
進
す
る
た

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
さ
れ

る
予
定
で
す
。

④
地
域
間
で
の
交
流

　

旧
市
町
の
枠
を
越
え
て
、
市
内
の

各
地
域
や
地
区
振
興
会
な
ど
の
交
流

が
図
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
積
極
的

な
地
域
づ
く
り
活
動
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
旧
市
町
で
開
催
し
て
い
た

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
情
報
が
市
内
全
域

に
行
き
届
く
よ
う
に
な
り
、
市
内
で

開
催
す
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
来
場
者

数
が
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、「
ほ
か
の
地

域
で
行
わ
れ
て
い
た
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
や
す
く
な
っ
た
」
な
ど
と
の
声

が
市
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

2
行
財
政
基
盤
の
強
化
・
効
率
化

　

市
政
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
で
は
、「
行
財
政
基
盤
の
強
化
・
効

率
化
」が
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

　

合
併
前
に
は
、
経
常
収
支
比
率
が

１
０
０
％
を
超
え
る
ほ
ど
財
政
状
況

が
硬
直
化
し
て
い
た
町
も
あ
り
ま
し

た
が
、
合
併
に
よ
り
人
件
費
等
の
諸

経
費
な
ど
が
削
減
さ
れ
、
平
成
18
年

度
に
は
94
・
８
％
に
抑
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
合
併
し
て
い
な
け
れ

ば
、
財
政
再
建
団
体
に
な
る
な
ど
の

危
機
的
状
況
に
陥
っ
て
い
た
可
能
性

も
あ
り
ま
す
が
、
合
併
に
よ
り
行
財

政
基
盤
が
強
化
さ
れ
、
引
き
続
き
必

要
な
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
次
の
よ
う
な
大
規
模
な

事
業
に
も
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

●
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
事
業

（
市
内
の
支
所
や
公
民
館
な
ど
の

公
共
施
設
を
光
ケ
ー
ブ
ル
で
結
ぶ

事
業
）

●
簡
易
水
道
施
設
の
集
中
的
整
備

（
水
道
普
及
率
の
低
い
地
区
を
優

先
的
に
整
備
）

●
倉
岳
・
御
所
浦
間
み
な
と
振
興
交

流
事
業
（
棚
底
港
の
整
備
）

　

ま
た
、
合
併

時
の
平
成
17
年

度
末
と
、
同
19

年
度
末
の
基
金

（
貯
金
）
残
高

と
市
債（
借
金
）

残
高
を
そ
れ
ぞ

れ
比
べ
て
み
る

と
、
基
金
残
高

は
約
26
億
円
増

加
し
、
市
債
残

高
は
約
52
億
円

減
少
し
て
い
ま

す
。

3
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
高
度
化

　

専
任
職
員
の
配
置
や
専
門
部
署
の

設
置
に
よ
り
、
よ
り
専
門
的
な
施
策

が
展
開
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

①
専
任
職
員
の
配
置

　

学
校
司
書
の
配
置
に
よ
り
、児
童
・

生
徒
の
豊
か
な
感
性
を
磨
き
、
表
現

力
を
高
め
る
な
ど
、
効
果
的
な
読
書

活
動
や
多
様
な
学
習
活
動
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

市町合併の効果、
　　  　課題とその対策

市町合併の効果、課題とその対策

合
併
の
効
果

【用語の説明】

※１・経常収支比率…財政の健
全性を判断する指標です。こ
の比率が高くなるほど、公共
施設の整備など投資的な経費
に充当する財源に余裕がなく
なり、財政運営が厳しくなり
ます。

※２・財政再建団体…毎年度の
赤字累計額が標準財政規模
（一般財源の標準的な規模を
示す数値）の一定割合（市区
町村は20％）を超えたときに、
総務大臣に申請して指定を受
けた地方自治体のことをいい
ます。財政再建団体になると、
地方財政再建促進特別措置法
に基づき、財政運営が事実上、
国の管理下に置かれます。

　平成18年３月の市町合併から
２年が経過しました。
　先月号の市政だより天草で紹介
した“市政に関するアンケート”の
結果から、市民の皆さんの合併に
対する評価について見てみると、
「経費・職員削減等の効率化」や「将
来に向けた財政基盤の確立」など
財政面での効果が高い評価を得て
います。しかし、その一方で「周
辺地域の衰退、過疎化の進行」「公
共料金の値上げなど住民負担の増
加」などの課題も多くあげられま
した。
　今月号では、市町合併の効果や、
課題とその対策について検証しま
す。

基金残高

市債残高

平成17年度末

約104億円

約1,010億円

平成19年度末

約130億円

約958億円

□市（全会計）の基金残高と市債残高

ウ

ェ

ブ

▲多くの人出でにぎわう“栖本かっぱ祭り”

※
１

※
２
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